
5253 電話などでの問い合せの時は、「家づくりナビ」を見たというとスムーズです。インターネットでラクラク資料請求 myhome-i.net

外観は英・コッツウォルズ地方に多いハーフティンバースタイル。2階のエアコン室外機を囲んだり、玄関ドアはアンティークを
選んだりと、随所にこだわりが感じられる。石のベンチを設けたテラスはお気に入りの場所。天窓を付け、採光も確保。

 Information

全国からも問い合わせ
があるという、伊・仏
直輸入のドアノブやア
イアン製品、リネンな
どのファブリック類な
ど、カントリーハウスに
似合う雑貨類も販売。

メーカー直輸入の雑貨も販売する
デリケートトゥールへ遊びにいこう

山側環状

ローソン

森本

古屋谷町

アルベロ

森本IC
北陸自動車道

資料請求でもらえます
ヨーロピアンカントリーハウ
ス、ログハウスからエクステ
リア、オリジナル家具まで、
様 な々施工例が満載。

詳しい活用方法はP240へ

資料請求
番号 [ ]39
資料請求はハガキ・FAX・インターネットをご利用下さい

（有）デリケートトゥール
建設業 石川県知事許可（般-21）第15800号

検索デリケートトゥール

標準価格
標準工期
販売地域

商品データ
●

●

●

プランにより異なる
プランにより異なる
福井、富山、石川、他

http://www.deto.jp

tel.076-236-1315
石川県金沢市不室町は133-1
fax.076-236-1310

福
井

長
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い

富
山

石
川

　

現
在
、
日
本
の
住
宅
の
平
均
寿
命

は
25
年
前
後
。
そ
れ
は
建
物
自
体
の
耐

久
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人
々
が
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
せ
ず
、
す
ぐ
に
壊
し
て
し

ま
う
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
対
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
1
0
0
年
経
過

し
た
住
ま
い
も
少
な
く
な
い
。
古
い
家

を
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
、
住
み

継
ぐ
だ
け
の
魅
力
が
あ
る
か
ら
だ
。
な

ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
新
建
材
で
建

て
ら
れ
た
家
は
、年
月
が
経
つ
ほ
ど
「
マ

イ
ナ
ス
」
評
価
と
な
る
こ
と
。
反
対
に
、

本
物
の
自
然
素
材
で
作
ら
れ
た
家
は
、

キ
ズ
や
汚
れ
も
「
味
わ
い
」
と
し
て
捉

え
、「
プ
ラ
ス
」
の
要
素
と
な
る
。
例
え

子
ど
も
が
汚
し
て
も
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
ず
、
心
か
ら
寛
げ
る
場
所
に
な
る
。

　

デ
リ
ケ
ー
ト
ト
ゥ
ー
ル
は
、
そ
ん
な
住

ま
い
を
造
り
続
け
て
い
る
。「
建
物
を
長

持
ち
さ
せ
る
た
め
に
は
表
か
ら
は
見
え

な
い
構
造
部
分
に
、
ど
れ
だ
け
手
抜
き

し
な
い
か
が
大
事
。
柱
や
梁
の
間
隔
と

か
、
壁
の
中
の
『
貫
』
と
呼
ば
れ
る
水

平
材
の
数
と
か
ね
。
手
間
が
か
か
っ
て

も
そ
こ
を
妥
協
し
な
い
の
は
、
造
っ
た

住
ま
い
は
で
き
る
だ
け
長
持
ち
し
て
ほ

し
い
し
、時
間
が
た
っ
た
家
の
方
が
か
っ

こ
い
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
い
く
と
、『
こ

ん
な
も
の
ま
で
！
』
と
い
う
よ
う
な
、
例

え
ば
錆
び
た
釘
な
ん
か
も
、
再
利
用
し

ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
、
か
っ
こ
よ
く
て
」

と
、
代
表
の
出
戸
さ
ん
。
同
社
の
施
工

物
件
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
の
言

葉
が
実
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

使い込んだような風合いの床や梁の色が、ずっとそこに住んでいたかのような安心感を感じさせる。こんな家なら、これからも家族の想い出を刻みながら、長く愛着を持って暮らせるだろう。

年月が経つほど付加価値のある家なら
心から寛ぎ、愛着を持って長く暮らせる

デリケートトゥール

木造在来
軸組工法

構造材では、人工乾燥材が主流となっている現在では、丸太
材を扱えるビルダーは少ない。それは人工乾燥室に丸太材を
いれることができず、反りや割れなどの「暴れ」を頭ごなしに

「マイナス」としているから。しかし、人工乾燥すると木本来
の強さである「ねばり」を殺し、特に積雪の多い地域などでは
致命的な弱さを招くこともある。デリケートトゥールでは、芯
を持つ丸太材を自然乾燥し、材の特徴を見極めて適材適所
に使用。素材の持ち味を活かす家づくりを信条としている。

あえて「丸太材」を使う理由

デリケートトゥールでは、構造材及び下地材の大き
さや間隔など、手間はかかるが住まいの強さに直
結し、かつ人目につかない部分にも手を抜かない。
それは、「住まいが後世
まで残っていてほしい」
から。 そのため、 北陸
の厳しい自然環境にも
耐えうるよう、 時間が
たつほど味わいが出て
くる自然素材を用い、
見えない部分にもこだ
わって作り続けている。

「見えない部分が住まいを支える」。
それがわかっているから、手抜きがない

Check  point

細かい部分を見れば見るほど、ため息がでるほど本格的なヨーロピアンカントリースタイル。木やアイアンの素材感が存分に活かされている。アンティーク仕上げのムク床やドア、イタリア直
輸入のドアノブ、映画に出てくるような造作のキッチンや洗面など、家で過ごす時間が愛おしくなるような造り。一方で、壁の漆喰塗りなど「施主参加」も歓迎しているそう。「自分たちで
やればコストも下がるし、メンテナンスもしやすい。なにより、愛着が湧いて大事にするんですよね」と出戸さん。p.62・63に登場するH邸も、実は夫婦で漆喰塗りに参加したそう。


